
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

豊穣のまち白石町セントラル地区

平成２３年２月

佐賀県白石町



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 975ha

交付期間 0.431

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初
変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

従前値

351,882

22,639

千円

火災戸数

当初計画
から

削除した
事業

Ｈ１７

Ｈ１７

9

指　標

目標３に関係するが、関連事業として継続しているため、指標や
数値目標への影響は小さい。

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

交付期間
の変更

３町合併による地域間の交流を図るため、大規模交流イベントやス
ポーツ行事の開催を実施することと、災害時における避難所・対策
広場としての活用を目的とした多目的広場の整備を図る。

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

-

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

△

目標
達成度※１

数　　値

2

目標値

 １）事業の実施状況

道路：踏切箇所付近の道路整備計画の見直しによる事業中止、地
域生活基盤施設：町の財政状況が厳しい中、コスト低減を図るた
め、事業中止

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

イベントの参加者数

町内産物直売所の年間売
上額

指標３ Ｈ22

5戸 11

259,000

20,943

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値

火災による延焼戸数
その他の
数値指標1

指標1

人 19,946 Ｈ１７

指標２

 ５）実施過程の評価

都市再生整備計画事業を活用し、災害に強く安全・安心な生活環境の整備、本町特産物のＰＲ等の振興支援、町の核となるイベントの確立など、合併して間もない本町にとって、「人々が安全で安心して暮らせる笑顔のまちづくり」に向けて、町民の一
体感の醸成を図ることができた。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

実施内容

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施したなし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

防災行政無線の整備・消防施設設備の整
備・各道路改良工事等の直接的効果によ
り、数値目標である「火災による延焼戸数」
の減少につながった。

戸 5 Ｈ１７ -

実施状況

平成23年4月

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

1年以内の
達成見込み

1,258

モニタリング なし 都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

平成23年4月○

平成23年4月○

地域創造支援事業（消防ポンプ・積載車整備、消防格納庫・詰所等整備、防犯灯設置）、事業活用調査（事後評価調査費）、まちづくり活動推進事業（しろいしブランド確立対策、ふれあい交流事業）

平成23年4月

271,950

交付対象事業費

各道路改良工事・照明施設の設置・防犯
灯の設置・防災行政無線の整備・消防施
設設備の整備・町中心部における公園整
備等により、「災害に強く、安全・安心な生
活環境を整備する」という整備方針に関し
ては、十分効果をあげたと思われるが、数
値目標である「火災戸数」の減少にはつな
がらなかった。

しろいしブランド確立対策事業、ふれあい
交流事業（れんこんの穴から未来が見え
る、しろいし秋まつり）の直接的効果に加
え、イベント支援事業（歌垣の郷ロードレー
ス大会）における特産物のＰＲ及び地産地
消の促進等間接的効果により、特産物の
売上額を向上することができた。

目標１に関係するが、削除による影響は小さい。道路（上廿治踏切整備）、地域生活基盤施設（防火水槽整備）

-

平成１８年度～平成２２年度

イベント支援事業（歌垣の郷ロードレース
大会、しろいし秋まつり）の直接的効果に
加え、しろいしブランド確立対策事業、ふれ
あい交流事業（れんこんの穴から未来が見
える、しろいし秋まつり）における特産物の
ＰＲにより町の知名度向上・イメージアップ
等間接的効果により、イベント参加者数の
増加につながった。

Ｈ22 -

Ｈ22

効果発現要因
（総合所見）

-

目標値 数　　値 1年以内の
達成見込み

佐賀県 市町村名 白石町 地区名

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

公園（白石中央公園整備）

豊穣のまち白石町セントラル地区

本事業を新たに位置づけることで、目標１と目標３の達成に効果
的である。なお、数値目標への直接的な影響は少ない。

Ｈ１８～Ｈ２２ Ｈ２２事後評価実施時期

新たに追加し
た事業

道路（町道西郷線、中郷第３踏切、白石１２号線、白石１０号線）、公園（水辺公園整備事業）、地域生活基盤施設（緊急情報伝達システム構築）、高質空間形成施設（照明施設設置）

イベント支援事業（歌垣の郷ロードレース大会）

事業名

国費率

従前の大会と同種同等の規模として運営をすることとなったため、
対象事業から削除した。



様式２－２　地区の概要

単位：　戸 11 H17 5 H22 9 H22

単位：　千円 259,000 H17 271,950 H22 351,882 H22

単位：　人 19,946 H17 20,943 H22 22,639 H22

単位：　戸 5 H17 H 2 H22

単位： H H H

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

町内産物直売所の年間売上額

火災戸数

イベントの参加者数

火災による延焼戸数

豊穣のまち白石セントラル地区（佐賀県白石町）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

　白石中央公園の防災・交流拠点としての機能向上を図り、「人々が安全で、安心して笑顔で暮らせるまちづくり」を推進するために、防災面では周辺のあるべき道路網について検討し、速やかに整備を行う。交流面では、新たなイベン
トを創出し、町のさらなる活性化を図る。
　また、本町に存在する干拓堤防の遺構や、杵島山麓の寺社や古墳群などの歴史資源やイベント、豊富な農産物などを観光資源として情報発信し、一方で、地域資源の維持保全やイベント実施などで活動する町民団体等が連携し、
観光振興の総合力を高めるためのしくみづくりが必要であると考えている。このしくみを構築・発展させていくには、担い手の育成を継続していくことが重要である。
　今後も「人々が安全で、安心して暮らせる笑顔のまちづくり」に向けて、官民一体となったまちづくりを推進していく。

まちの課題の変化

　都市再生整備計画事業を活用し、災害に強く安全・安心な生活環境の整備、本町特産物のＰＲ等の振興支援、町の核となるイベントの確立など、合併して間もない本町にとって、「人々が安全で、安心して暮らせる笑顔のまちづくり」
に向けて、町民の一体感の醸成を図ることができた。 今後は、 防災およびにぎわいの核として整備した白石中央公園周辺の道路網が狭いため、当該公園の拠点性向上のためにも、アクセス機能の強化が必要である。また、白石中
央公園の整備により、本町の中央部に新たに広大な交流空間が生まれることから、この空間を活かし、町民どうしや来訪者との交流を促進させる必要がある。さらには、イベントや直売所の効果により町を訪れる人が増加していること
から、この傾向を持続させるために、町の資源をうまく活かし、連携させた観光戦略についても取り組んでいく必要がある。

目標値 評価値

大きな目標：人々が安全で、安心して暮らせる笑顔のまちづくり

目標１：災害に強く、安全・安心な生活環境基盤の整備
目標２：産業振興支援による、安心して働くことのできるまち
目標３：皆が集い、笑顔がこぼれるまちづくり


